
 
 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査結果を受けて授業改善を進めます 

 4 月に６年生が取り組んだ「全国学力・学習状況調査」について、本校の結果をお知らせします。本

校の学力の状況は、全てにおいて全国・県平均を大きく上回り、大変良い結果でした。 

【学力の状況について】                 平均正答率（％） 

 国語 A（知識） 国語Ｂ（活用） 算数 A（知識） 算数Ｂ（活用） 

全国平均 ７４．８ ５７．５ ７８．６ ４５．９ 

山形県平均 ７６ ５５ ７７ ４４ 

本校平均 ◎ ◎ ◎ ◎ 

※全国・県平均と比べて、◎：大変良い ○：良い △：課題がある ▲：大きな課題がある 

 

本調査は、順位づけや序列化のためのものではありませんから、本校平均の数値は公表しません。上

記の全国と県の平均の差も、出題数から見れば 1 問の差にも満たないわずかなものです。平均点を競う

ことは、もっともっと伸びようとしている子供たちの励ましにつながりません。 

結果に関しては、「学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる」という

本調査の目的どおり、日々の授業改善に役立てます。調査は６年生が受けたものですが、６年生の特徴

的な傾向は、学校全体の傾向を表すものと捉えて対応します。また、６年生児童一人一人の個人票につ

きましては、一人一人と面談しながら学習改善や学習意欲の向上につなげるとともに、保護者面談の折

に配付します。 

 

 本校の特徴的な傾向は次の通りです。 

【よかったところ】  

◎ 漢字の読み書き、計算問題などの知識・技能を問うＡ問題は、全問好成績です。 

◎ 習得した知識・技能を活用する力を問うＢ問題で、特に高い正答率だった問題です。 

（国語 B）「文章を基に理由を明確にして、自分の考えを記述する」こと。 

（算数 B）「示された条件に合った式を立てる」こと。 

【課題となるところ】 

△ B 問題で、全国的に課題となったところと同様でした。 

（国語 B）「話し合いで、相手の発言の意図を捉える」こと。 

「目的に応じ、必要な内容を整理して記述する」こと。 

（算数 B）「仮の平均の考え方を他の場合で活用し、他の場合の平均を求める方法を記述する」こと。 

「目的に適したグラフを選択する」こと。 

特集号   H29.9.25 

天童市立干布小学校 

校長 柏 倉  充 



 
 

それでは、この特徴を、実際に 6 年生が挑戦した問題でご覧ください。 

 

左は、国語 B で、よかったことと課題とな

ることとが見えた代表的な問題の一部です。 

物語の一部と、話し合いの様子の一部が 4

ページにわたって示され、その後に出題が 3

問あります。その 3 問目は、【話し合いの様

子の一部】の太枠に、松ぞうじいさんがきつ

ねであると判断したわけを考えて書く、記述

式の問題です。 

 物語の一部から言葉や文を取り上げて書く

こと、きつねだと考えるわけを書くこと、60

字以上 100 字以内で書くことが条件です。 

 正答例は、「『松ぞうじいさんの目に、なみ

だがきらりとひかりました』というところは、

人間にうちとられてしまった仲間のきつねを

思う気持ちが表れていると思うから、松ぞう

じいさんはきつねだと考えたよ。」（9０字）

です。 

この問題は、全国的に正答率が低く、課題

があるとされました。しかし、本校の 6 年生

は、全国の正答率を大幅に上回る高い正答率

を得ました。「物語を読み、具体的な叙述を理

由として、自分の考えを記述する」力が強く

なっていることが分かります。 

 逆に、つまずきの特に多かった問題は、【話

し合いの様子の一部】の中の発言の意図とし

て適切なものを選ぶ、選択式の問題です。 

 ………部アの原さんの「どこからそう思う

の」という発言の意図は、「考えの基となる文

章中の表現を明らかにしようとしている」を

選択するのが正解でした。 

本校では、「意味が理解できず、その意味を

知ろうとしている」を多く選んでいました。

「どこからそう思うの」という原さんの発言

の一文のみに着目し、話し相手の田中さんの

その前後の発言と結び付けて捉えることがで

きなかったようです。自分の考えを広げたり

深めたりするため発言の意図を尋ねること、

相手の発言の意図や根拠を理解し、互いに補

完し合うことに不十分さがありました。 



 
 

次に算数の問題です。 

右は、算数 B で、本校の強みが分かった

問題です。算数の問題場面から、数の関係

を見出し、見出した関係が、他の場合でも

成り立つかどうか確かめていく内容です。 

ここでは、カードを使った 2 桁のひき算

の例示を基に、「2 桁のひき算の答えは、全

て 9 の倍数になるのではないか」や「答え

が同じ 2 桁のひき算は、カードの差が同じ

になるのではないか」などの数の間のきま

りを予想し、そのきまりが他の場合も成り

立つかどうか確かめていきます。 

右の（1）が１問目です。この問題場面

で、カードの差が 4 の場合はどうか、式を

立て、答えを出して確かめる問題です。正

答例は、「５１－１５＝３６」です。大変高

い正答率でした。 

３問目は記述式の問題で、カードの差を

使って、2 桁のひき算の答えをかけ算で求

めることができるというきまりを、言葉と

数を使って説明を書くものです。正答例は

「カードの差に 9 をかけると、2 桁のひき

算の答えになります。」です。この問題も全

国平均を大きく上回る正答率となりました。 

数の間にきまりを見出す楽しさ、きまり

が成り立つ理由を図や式や言葉で記述する

よさを、低学年から積み重ねることの大事

さを確認しています。 

課題が見えた「仮の平均の考え方を他の

場合で活用し、他の場合の平均を求める方

法を記述する」ことについては、能率的に

処理するために工夫して計算すること。また、「目的に適したグラフを選択する」ことについては、子供

たちの日常生活の内容を、表やグラフを使って、整理し表現することなど一層の推進が必要です。 

 

活用の B 問題は、これからの時代を生きる子供たちに必要な学力を、問題文として表しています。こ

の度の調査結果、特に B 問題の本校の特徴的なよかったところや課題から、今後の授業改善の重点は、

「結果に至るまでの考え方」を筋道立てて書いたり、説明したりできるようにすることです。自分の考

えを書いたり話したりする学習を、どの教科でもより一層丁寧に行っていきます。勉強した言葉や図・

表・グラフを使って友達に説明する、ノートに自分の考えを書き込むという学習活動を低学年から積み

上げていきます。また、総合学習や児童会等の特別活動では、教科等で勉強した考え方（言葉）を活用・

表現するよう促し、学びがいを実感できるようにしていきます。また、自分の考えを安心して表現でき

る学級の温かい仲間づくりにも継続して力を入れていきます。 



 
 

【学習や生活の状況について】児童質問紙による学習や生活状況の調査の結果（抜粋）です。 

 質問事項 本校 
山形県

（％）

全国 

（％）
備 考 

①  朝食を毎日食べていますか。 ◎ 96.5 95.4
「食べている」「どちらかと

言えば食べている」の割合 

②  
毎日、同じくらいの時刻に寝ています

か。 
△ 80.6 79.8

「同じくらいの時刻に寝る」

「どちらかといえば同じ」割合

③  

1 日当たりどれくらいの時間 TV ゲー

ム（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・携帯・ｽﾏﾎｹﾞｰﾑ含む）や

インターネットをしますか。（月～金）

◎ 44.7 44.7 １時間未満の割合 

④  
1 日当たりどれくらいの時間読書をし

ますか。（月～金） 
◎ 37.7 36.5 30 分以上の割合 

⑤  地域の行事に参加していますか。 ◎ 82.7 62.6
「参加している」「どちらか

といえば参加」の割合 

⑥  学校の授業の復習をしていますか。 ○ 72.8 53.8
「している」「どちらかとい

えばしている」の割合 

⑦  

土・日など学校が休みの日に、1 日当

たり何時間勉強しますか。（学習塾・家

庭教師に教わる時間も含む） 

○ 25.2 24.6 2 時間以上の割合 

⑧  
友達の前で自分の考えや意見を発表す

ることは得意ですか。 
◎ 52.6 52.6

「得意」「どちらかというと

得意」の割合 

⑨  
自分には、よいところがあると思いま

すか。 
◎ 80.1 77.9

「ある」「どちらかというと

ある」の割合 

⑩  
話合いでは、友達の考えを受け止め、

自分の考えをもつことができますか。
◎ 87.7 85.5

「当てはまる」「どちらかと

いえば当てはまる」の割合 

⑪  
いじめは、どんな理由があってもいけ

ないことだと思いますか。 
◎ 81.9 81.2 「いけないと思う」の割合 

⑫  
難しいことでも、失敗を恐れないで挑

戦していますか。 
○ 79.7 77.4

「挑戦している」「どちらか

といえばしている」の割合 

⑬  
家の人（兄弟姉妹を除く）と将来のこ

とを話すことがありますか。 
◎ 49.3 50.4

「よく話す」「時々話す」の

割合 

※全国・県平均と比べて、◎：大変良い ○：良い △：課題がある ▲：大きな課題がある 

このように全国や県より有意に上回っている項目がほとんどでした。 

①～⑤の項目から、子供たちは温かなご家庭で育ち、地域の皆様から健やかに育まれていることが分

かります。ですから、明朗快活で、自他尊重（⑧～⑪）の意識も高く、前向きに、未来への夢や希望（⑫、

⑬）をもつことができるのでしょう。 

一方で、個人差も大きな項目ですが、家庭学習については、その方法も含めて学校でも指導してまい

ります。ゲームやインターネット、DVD 等にかける時間が家庭学習をはじめ生活習慣の阻害要因とな

ることも考慮し、学校と家庭との一層の連携が必要であると考えます。 

ご家庭におかれましても、基本的な生活習慣形成や温かい励ましをよろしくお願いいたします。 



 
 

 


